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今私たちは、自動車に大きく依存した社会で生活しています。 

それは便利で快適な暮らしといえる反面、 

交通事故、環境汚染、子どもの遊び場の減少や体力低下など、多くの問題も含んでいます。 

特に、15 歳以下の子どもの歩行中・自転車利用中の交通死傷事故が年間６万件近くも起きていることは、 

深刻な事態です。 

心身の未成熟な子どもは大人以上に身の危険にさらされていますが、 

それを伝える力を持ちません。 

 

このアンケートでは、保育園・幼稚園・小学校などの先生や保護者、小学生らを対象に、 

子どもたちのおかれている交通環境の現状を中心に、 

クルマ社会の利便性の陰に隠れてしまいがちな問題点を尋ねてみました。 

ほとんどの人がクルマを使う、あるいは使わざるを得ない今日ですが、 

多くの方が真剣に考え、回答を寄せてくださいました。 

 

子どもの命と健やかな成長を守り、 

また、すべての人々にとって望ましい社会を考える一助として、 

参考にしていただければ幸いです。 
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